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【発足】
糸魚川には様々な魅力が多くあるが、観光の売りとなり、注目を集めやすいのは「食」であると考えた。市民協働のまちづくりを進める中で「日本一」のブランドを目指し、創り出し、発信する事を見据えた。
当初１００個の候補があげられ、その中から南蛮エビ（甘エビ）が選ばれた。当時新潟県でも、佐渡のブリ、南蛮エビなどのブランド化を推進していた。そんな中、糸魚川産の南蛮エビのブランド化を推進した。そのおいしさを証明する為に、さまざまな調査機関に依頼し、糸魚川の海の独特の起伏している地形、鮮度、健康によい事などを証明した。そして全国に流通している輸入物の甘えびとは違うことをアピールした。
ちなみに、糸魚川南蛮１エビのネーミングには、糸魚川の地域名、NO１、A級などの意味がある。

【活動】
年間１００回の活動を目指して、各地域のお祭り、市内のスーパー、ブース等様々なイベントに出向いてアピールした。そんな中で、市内小学校の授業にも取り入れてもらった。
調理法が少ない南蛮エビに１００種類のレシピを、メンバーを初め市民の方と考案し、レシピ本を作成し、例会にてグランプリレシピを発表した。市内の飲食店にもメニューに取り入れてもらった。

【広報・メディア】
広報を専門に担当する委員会があり、ブログ・ツイッター・フェイスブック等のインターネットを活用した。
糸魚川の全てのタクシーにステッカーを貼ってもらってＰＲした。
当初は事業全体で６０万円位の予算しか無かった為、キャラクター・着ぐるみ・ＰＲで使用する備品等は、メンバーの手作りで対応した。テーマソングも地元の作曲者に無料で作成してもらった。

【夢】
今回お話を聞いて、関わったメンバーの苦労はもちろんですが、本気で南蛮エビを日本一にする意気込みを感じた。何よりも本当に楽しそうにメンバーが活動していた。
当時の委員長は、糸魚川南蛮エビがB級グルメのような流行りものではなく、子供の教科書の、糸魚川の地図の各地域の名産箇所に、ひすいと並んで南蛮エビが書かれていて、永久に残っていくものになればいいなと夢を語っていた。
